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清水房＊・工藤澄子＊＊・大森輝＊＊＊

（1982年6月30日受理）

はじめに

前報（その1）のあとがきをうけて，第Ⅲ章食物領域の6節以降と，第Ⅳ章家庭経営・家族

関係領域，第Ⅴ章保育領域について報告する。

Ⅲ食物領域（つづき）

（6）貯蔵食・保存食利用

研究の推移このテーマに関する研究例は6編あるが，着目，観点に時代の推移がよく表わ

れている。①昭和34年度紫波・花巻農業高校は産業教育学校としての特徴を生かし，農業との

関連において生産と消費の合理化をはかる目的で，自校生産物の貯蔵，加工に取組み，その製

品を日常食に生かし栄養改善，献立工夫をはかったかなり大規模な研究活動である。S・P活

動とは言え現在の既製品消費の高まっている時代には想像もつかないほどきめ細かい指導と実

践成果がみられる。（3－15表）（3－16表）②昭和43年福岡高校の正月用もち保存法の研究。

当時正月のもちほ1人2k9の消費が当校の調査結果に出ており，その保存法の43％は「水も

ち」であったという。③昭和54年度胆沢，高田高校は梅干しの効用と利用法の研究に取組んで

いるが，この時代は健康，自然食品ブームで梅干しの効用があらためて見直された時代背景を

よくとらえた研究である。④同54年度久保高校が冷蔵，冷凍庫の合理的利用法の研究をしてい

る。昭和30年代の保存法が天然乾燥法，煮熟法，かん語・ぴん語法中心であったのと比餃し，

食品貯蔵の生活史的研究をみる思いである。（3－17表）

（7）楽しい食事

昭和35年度一関二高，39年度紫波高校2編の研究がある。母子家庭や四世代家庭にあってそ

の家族構造の中で仕事の分担や人間関係の調整に食事問題が重要なことを指摘，その改善に取

組んだ。家族の満足する楽しい食事のあり方を，栄養，献立，嗜好，調理，労働時間等を再検

討すると共に生活を総合的見地から見直す必要性をうたった。（3－18表）

＊岩手大学教育学部
＊＊郡山女子大学

＊＊＊岩手県立盛岡短期大学
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3－16表 年間作成保存食  

248  

3－15表 保在食の年間計画  

月叫 食 品 加 工  名  称、l 材  料  
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3－17表 貯蔵食・保存食利用に関する研究  

年  度l 学  校 l 頬  別 l  研 究  テ  ー  マ  
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3－18表 楽 し い 食 事 の 研 究  

度l 学  校 董 類  別 】  研 究  テ  ー  マ   

（8） 弁  当   

弁当に関する研究は4前のみで割合少ない。弁当作りは母親が圧倒的に多く80・5％1）の調査  

結果が出ている。自分自身の課題意識が薄いためではないかとも考えられるが，昭和38年慶一  

閑二高S・P研究で当時の弁当内容量を知ることができる。即ち調査者女子生徒50名中飯重量   
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300g以上が48％，290～200g35％，190～100g17％で副食の種類は動物窯自質と野菜72％，植物  

蛋白質と野菜11％，動物蛋白質のみ11％，野菜のみ6％である。又校内販売の菓子／くソは全校  

生従の蹄30％が購入，その65％は昼食用で1回平均2個を食べていると報告されている。それ  

から20年を経過した現在高校生の弁当内容にどのような変化がみら九るであろうか，盛岡市を  

中心とする中，小都市には学校周辺にさまざまな弁当屋の進出が見られ叉，校内食品販売業者  

の進出等学校をとりまく環境の変化は著しい。又，米消費量の変化や内容の変化などあらため  

て比較研究してみたい。他の3病ほ弁当調理のくふうを中心とした研究となっている（3－19  

表）  

3－19表 弁  当  の  研  究  

年   度‡ 学   校 l 塀   別 l  研  究  テ  ー  マ   

（9） 普 及 活 動  

研究の推移  この項目では研究題に普及活動と銘打ったもの2編をあげた。①味噌料理の普  

及について研究した花巻農業高校S・P研究調査はクラブ員家庭の味噌消費量1人1日70g（味  

噌汁6杯）年間1人平均25．6kgが報告され，その中で自家製味噌消費者は66．7％で，味噌が調  

味料として叉，植物性蛋白源としての依存度が高い。そのため味噌料理の普及活動に努力する  

と共に全国味噌料理コンクールにも応募し入選するなど，地域に密着した活動を活発に行っ  

た。②他の1編は果物（ミカン）を1日1個摂取することを全校生徒に呼びかけた一関二高S  

・P研究昭和亜年がある。国民栄養調査結果（昭和43年1人1日果物摂取量79．9g）によって  

も果物消費量は年々増加している。しかし，果物1個運動に取組んだ一関二高生の実態ほあま  

り好ましい結果ではなく，昭和38年虔弁当の研究結果が米飯中心だったものが，手軽なパン食  

へ移行する傾向が見られ，その摂取方法は校内販売パンに牛乳のみ，又はパンのみで，昼食の  

パン食普及率は40．3％にも及んだ。このような傾向の中でせめてもパンと牛乳に果物1個を加  

える運動を展開，ミカン販売による栄養強化を図ったもので，これら一連の成果を校内のみな  

らず家庭にも報告した結果，弁当に果物を持たせる家庭も多くなったと報ぜられている。ささ  

やかな研究もS・Pの実践につながって拡大していったことは大きい。（3－20表）  

3－20表 普 及 活 動 に 関 す る 研 究   
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（10） 加 工 食 品  

研究の推移  インスタこ／ト食品の研究が家庭クラブ誌に掲載され始めたのは昭和38年から  

で，最初は便利な食品を積極的に利用する方向で研究が進められていたのほ興味深い。しか  

し，時代の進展に併い加工食品の多様化が目立ち，一般消費者の騎売力をそそる製品が巷にあ  

ふれ出るようになり，昭和45年頃には世帯の年間食費中加工食品の占める割合は50％を越すよ  

うになると，企業は消費者ニーズに応え，あるいは先取りしてその開発拡充に力を注ぐように  

なった。「主婦の調理ばなれ」が取沙汰されたのもこの頃からである。   

本項目の研究は3十21表にみられる年度に進められ，次第に研究は食品の安全性，衛生上の  

諸問題に焦点化していった。即ち，人工着色料の問題でほジュース，菓子，漬物等多くの品目  

について実験，検証がなされ，インスタント麺の酸化，変敗等についても実験所究を行った。  

消費者保護基本法が制定されたのは昭和43年であるが，本研究はすでに加工食品に対して検査  

をしたり，健康に及ぼす影響について取組んだりして，消費者としてのあるべき生活を追求し  

ていたのである。（3－21表）  

3－21表 加 工 食 品 に 関 す る 研 究  

年   度l 学   校 l 類   別 l  研  究  テ  ー  マ  

インスタント食品の研究  

食品の人工着色料について  

インスタントラーメソを究明して  

見直そう食品の許可色素  

トマトジュースを飲むくふう  

自家製冷凍食品の利用について  

健康的な食生活をめざして   

黒沢尻工  

盛岡市立  

盛岡市立  

久慈農水  

久 慈 農  

雫   石  

紫   波  
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（11） 特 殊 栄 華  

研究の推移  本項目の研究は古い年度にほみられず，はじめて①昭和42年度宮古水産高校が  

妊婦の栄養と食事の問題について，その基挺が高校時代よりつちかわれるべきであることを強  

調したのをスタートととし，②昭和50年度は久保高校がスポーツと栄養問題を研究。③同年一  

3－2表 特 殊 栄 養 に 関 す る 研 究  

年   度】 学   校 l 類   別 1  研  究  テ  ー  マ   
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声高，53年広田水産高校が老人食について研究した。老人福祉が重要視されている1980年代  

に，老人の健康を身体的，精神的両側面から研究する中で特に食事行為を通して問題の所在を  

追求するという，現代の核にふれる研究がなされている。（3－22表）  

（12） 郷 土  食  

研究の推移 古きよき食習慣を受けついでいる郷土食や伝承料理に着日したのは昭和46年度  

岩谷堂高校，昭和48年度久慈水産高校の2編がある。岩手県を4つに区分し，県北，沿岸，県  

央，県南と今なお特徴ある産物や郷土料理があるが岩谷堂は県央，県南に位置し産物も多い。  

特に「卵めん」ほ郷土名産品であるが，この研究中卵めんの製品検査を行ったところ6品目中，  

3品目に人工着色料が添即され，2品目は品質表示なし。1品目のみ無着色，無漂白の純製品  

であったことをつきとめ，あらためて人工着色料一掃に日をむけて，郷土名産品製造のあり方  

を問うている。それ以来，人工着色料添加の卵めんは姿を消したと報告され，郷土料理を単に  

調理の面からだけでない研究に発展させている。②昭和46年度久慈水産高校は県北沿岸の海産  

物に目をむけ，新しい郷土料理研究へと取り組んだ。（3－23表）  

3－一っ3表 郷  土  食  の  研  究  

年 度！学 校  類   別 l  研  究  テ  ー  マ   

以上，食物領域の研究を項目別に考察してきたが，全体を通じてつぎのようにまとめること  

ができる。   

① 研究題，内容でもっとも多いのは食生活改善と銘打ったもので，食糧事情の充実してい  

ない昭和30年代までは代用食として粉食研究やいも調理のくふうがあり，獣肉の摂取はほとん  

どなく，肉の代用品を使って献立に変化を与えるなどのくふうが日立つ。文食生活をとりまく  

地域課題として迷信打破，肉食禁忌など生活全体の改善と相まって出現している。   

② 病態栄養の項目では昭和20年代から37年代の始めまでほ結核疾患について栄養と環境衛  

生面での研究がとりあげられ，昭和40年代の始め頃から成人病，特に高血圧症に悩む家族の健  

康食を取扱った研究が多くみられ，昭和50年代に入ると高校生自身の問題に移り，各学校の貧  

血がクローズアップされるようになり，S・P活動で貧血改善食のくふうが盛んになされるよ  

うになり，疾病の所在とその問題に時代の推移が如実に現われている。   

③ 乳幼児問題は偏食，間食についての内容研究が主で，昭和30年代から40年代までの出現  

に留まり，昭和50年代に入ると老人間題に焦点が移っており，人口動態の変化は乳幼児対象数  

の減少億向と寿命の延長に伴う老人の増加がそのまま研究課題の変化となっている。   

④ インスタント加工食品ほ昭和38年頃から注目され，当初は便利で重宝なものとしてそ  

れを利用する形で研究が進められた。特に粉末ジュースとインスタ：／†ラーメソが王庭を占め  

ていたが，次第に健康，栄養問題にふれ，人工着色料や保存料，添加物の研究が活発となり，  

製品の検査，検証へと消費者教育の視点が向けられるように変化する。食品産業の著しい変化  

と共に自家製加工貯蔵食品の見直し，郷土料理，伝承料理についても昭和46年頃より研究され   
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るようになる。   

⑤ 食物と経済問題に関する研究は昭和20年代から昭和30年代に集中し，昭和45年以降は出  

現していない。食べることが生活の中心であった時代から，食費の問題を大きな課題と意識し  

ない時代に移行したといえよう。   

⑥ H・Pの研究ほ個人の問題よりも家族全体又は家族構成員を扱ったものが多く，食生活  

を通して人間関係を向上させる問題や，家族愛に根ざした研究が多くみられる。共通題に食物  

鏡域が指定された年度ほ当然のことながらS・P活動を通して家庭や地域に普及活動のひろが  

りを見せている。  

Ⅳ 家庭経営・家族関係領域  

家庭科のH・Pは，個人研究，共同研究の別を問わず，また領域別にかかわらず，常に家族  

関係と家庭経営が基盤となって総合的に組織立てられるのであるが，ここで論述の対象とする  

ものは，中心資料の中で明らかに家庭経営と家族関係にウエイトをおいたと思われる研究42編  

（4－1表参照）である。   

更に考察の項目として，（1）時間・労力，吻家庭経済，（3）家族関係，（4）病気・老人，（5）安全・  

管理の5つに分類した。   

以下項目にそって考察する。  

（1） 時 間・労 力   

昭和28年度に普通科の1年生が取り組んだ個人プロジェクトで「時の予算」という研究があ  

る。このH・Pは，モ母の生活にゆとりを。〝という娘の願いをこめて計画的な時間の使い方を  

研究し実践に発展させたものである。先ずはじ捌こ，母の生活時間使用の実態を調査によって  

明らかにし，つぎに仕事の分担計画をたて，最後に年間の仕事予定表8）をくふうし，それに従  

って実行しているという研究で，生活全体の改善向上に大いに役立ったという評価である。   

昭和34年度「母の生活時間からみた食生活」，2年経って36年度の「母の生活構造時間の改  

善」，40年度にはS・Pで「農村婦人の生活時間改善」，翌41年度には「母の仕事をより楽  

全国  

0  28  40  dO  80 100％  

岩手県   

0   20  40  （SO  80 180多  

昭和25年  

35 1 

第一次産  菜 昭和25  

55  

45  

5 0  

5 5  

資料出所；統計岩手  1981●6  

4－1図 産業別人口構成の推移   
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づけた時代で，その反映として若年令  

層の地すべり現象が起り，（4－1図  

参照）本県の労働人口の増加率は全国  

の半分，或はそれ以下で，昭和35年か  

ら40年にかけては全国の動きとは逆に  

2・4％の減少となっている。男女別に  

みると男子のそれは全国に比べて0．6  

ポイント低く26位，女子は逆に7．9ポ  

イント高く全国第8位となっている4）。  

このことは次章の保育の問題にも関連  

するが，農村地域における生活問題の  

すべてがこうした社会政策とのかかわ  

りで，しわよせが主婦の過重労働とい  

う結果を生み，高校生のプロジェクト  

テーマ選択の傾向をかたちづくってい  

ると考察される。  
4－2園1カ月平均予算構成比  

（）内は％   

（2）家 庭 経 済   

昭和27年度の「合理的な燃料の使い方」は男子系進学校の最先端にある普通高校一年生のH  

・Pである。当時は「一般家庭」7～14単位で7単位の内2単位はH・P，5単位はスクール  

・ワークでという時代であったから男子系進学校でもこのような研究がみのったと思われる。  

このH・Pの目的は家庭経済への貢献を意図したものであるが，この背景には戦後昭和28年頃  

までの木炭価格の急上昇という実態が反映していると見るべきである。即ち，当時の木炭価  

格5）は，昭和25年7月現在調べで15kg150円，26年7月には250円と急上昇している。   

このH・Pの進め方は，ほじめに合理的な炭粒の大きさを見出すための実験を行ない，それ  

から各種コソロの構造比較，合理的な炭の消し方，炭を健かいやすくする為の炭常の工夫，粉  

炭を利用してのたどん作り，コン′ロの熱効率をよくするためのわくの工夫と各段階とも実験的  

に進めている。そうして結果として，11月実蘇で炭の消費量が半俵節約できた，という報告に  

なっている。まさにH・Pの原点ともいうべき研究である。これから以後30年代に入って木炭  

はプロパンガス，灯油，都市ガス，電気へとその地位を奪われて行くのである。（4－2表参照）  

昭和40年度に「メタンガス利用の試み」という安価な燃料の自給を目的とした技術プロジェク  

トがある。又52年度には，「サーキュレーターを使って光熱費の節約を」というH・Pが掲載  

されている。前述の36年度の「生活構造時間の改善」というH・Pの中に作業動線の改善絵  

図6）があり，その中に煙突つきかまどにつば釜のかかった絵があることで，当時，農漁村部に  

ほまだ石油・ガスが普及していなかったことがわかるし，同様に「より明るい家庭をめざし  

て」というH・Pの中の仕事の分担に「薪割」という項が用いられていることでも裏付けられ  

よう。   

昭和32年度は「家庭経営」が全国共通題目になった最初で，食物費についてのH・Pが2編  

掲載されている。第1位になった「記帳生活からみた食物費について」は，生産者の立場で記  

帳と取り組み栄養改善も同時に意図したもので，家政科3年生によって進められたH・Pであ   
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構 成 比（石炭換算）  実  数  増  加  率  
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（科学技術庁資源調査会「日本の資源問題」により作成）  

資料出所；国民生活白書 昭和37年度，P．56  

る。2年生の時学習した家庭経営が動撥づけとなり，1年間，毎日根気強く記帳を励行して基  

礎資料を得，これを整理して家計費全般の内容を知った上で，特に食物費に焦点化して調査分  

析を行っている。農家である関係上，自給と購入についての調査も行って，現在の食生活に対  

する反省をし，次年度の予算（4－2図参照）をたてるという過程で実施している。結果とし  

て，①米と野菜へのかたより，②予算生活の必要，③家族の記帳に対する関心が高まる。とし  

て次年度予算立案の留意点をつぎのようにあげている。  

1食物費・・・①山羊乳の利用（一頭購入），②自家生産物の利用，③自給菜園。  

2 被服費…①計画に基づく購入，②死蔵品の更生。  

3 教育費‥・参考書，修学旅行。  

4 修養・娯楽費…月刊雑誌，映画。  

当時，熱量源に対する主食と副食の割合は，標準量米食の場合で60：40，標準量パン食の場  

合ほ45：55，アメリカでは37：637）ということで，1つの食事改善のめやすとなっていた。ま  

た，現物支出と現金支出の割合についても検討している。現物75％に対して現金25％という比  

率は当時としては上位グループに属する比率8）である。このH・Pの改善計画として家畜（山  

羊）の導入が予定されているが，三町二反の田畑と山林四反を所有する農家としては当然考え  

られてよいし，生産物の商品化率を高めて現金購入による食品構成改善もあって然るべきと考  

える。家畜の導入についての計画には資本投下とそれを消却して行くきめの細かさがあっても  

よい。いずれこの種のH・Pは，農村地域の高校であれば普通課程と職業課程を問わず生徒に  

関心を持たせたい課題なので，農家経営全般に恒って多面的助言を要する。従って指導担当教  

師はプロジェクトチームをつくって当ることがのぞましい。   

昭和40年度も家庭経営が共通題でこの領域を中心としたH・Pが数多く掲載されている。そ  

の中の一つに「食物費の現金支出減をめざして」という研究があり，ビニール菜園を取り入れ  

るなどの創意工夫をしながら緻密な計画で進めたH・Pである。この研究の目的は，何とか有  

色野菜を自家生産でまかないたいと考えて，ビニール菜園を使って栽培し，一応成果をあげた   
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という報告である。転換作物の奨励政策で本県にハウス栽培が導入され，早いところで昭和34  

年頃からという記録がある9）。普及のピークは昭和40年代に入ってからで，きそって大型化の  

傾向を辿り，昭和49年の石油ショックで一とんざを釆たすことになるが，このプロジェクトは  

そうした背景の影響を技術的な面にうけて進められたものと考察される。   

以上，食物費を中一亡諦こ取り上げた家庭経済関係のH・Pも40年代に入ってエンゲル系数が30  

％台に低下するに及び（4－3表参照），姿を消し「家計簿と生活」（昭和44年度）のように  

家庭生活全般を家計を通して考察するような研究に変わって行っている。  

4－3表 全世帯年平均1か月間の消費支出（構成比）の変遷  （全都市）   

証）総理府統計局「家計調査年報」による。（28年～40年は40年版，41年～54年は54年版）  

（3） 豪 族 関 係   

昭和29年虔の「和やかな家庭をつくるために」ほ，家政科3年生の個人研究で，家族関係の  

学習がきっかけとなり，母と祖母の不和が絶えない中で育つ4人の姉弟の人格形成に及ぼす影  

響について深く考え，生活時間の調整，仕事の分担，2ケ月経過しても非協力的な祖母への対  

応策，お互いの理解を自然の中につくり出して行く努力をして身近かなところから辛抱強く実  

践して行ったH・Pである。結果として，①家族関係を一層密にした。②生活時間が改善され  

た。③お互いを尊重するようになった。の3点をあげている。この種の嫁・姑問題ほ，封建主  

義的家族制度時代を生きぬいて釆た姑と働きに出ている嫁の立場の母親一文は死亡，この母は  

病気勝ち－との間柄を高校生らしい思いやりの心情と家庭科の学習からの動機づけで，何とか  

よりよい方向に努力をみのらせようとした過程が伝わってくる。   

3年度の「気仙地方における嫁の生活」ほ，地域の封建性を打破する為に調査をして改善の  

手がかりを得て行ったH・Pである。その後の研究にほこの種の問題は見当らない。   

昭和40年前の「私達の将来の生活設計」は，盛岡市内普通科2年生のH・Pであるが，当時  

の盛岡市の一世帯平均人員ほ3・4人10）で，10年前の4．4人に比べて平均一世帯につき1人減少と  

いう状況下にあり，加えて生活周期の変化による中老令期の延長という問題が提起された時で   
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もあり，高校生及びその指導的立場にある者達の意識の中にこのような課題が提起される必然  

性があったと思われる。叉，当時の日本の社会福祉施設の貧困さがそれに拍車をかけ，自分自  

身の生活設計を確立することの必要を痛感し取り組んだH・Pであろう。このころから社会教  

育関係資料11）としても生活設計に関するものがぼつぼつ出版され初めている。   

その後，昭和48年度，52年度の老人間題をテーマにしたS・Pも老令化社会に対処する為の  

身近かな問題を解決して行く過程を通して，高校生に社会連体意識を育てる役割を果している  

と評価できる。   

41年度の「わが家のごみ処理のために」というH・Pは，県南部の普通科生が自由題の発表  

で一位をとった研究である。ごみ処理問題は個々の家庭と地域社会との接点にある問題として  

重要な課題である。当時は，オリンピック不況を迎えた景気の曲り角時代でもあり，安定成長  

の課題をテーマに経済自書も窮まれるほど生活全般の見直しが叫ばれはじめた頃である。昭和  

56年度（経営が共通課題）の東北大会においても，同様の問題が各県から提起されている程で  

10年以上経っても更に大きな波紋となり，我々の生活の直面する課題となっている。従ってこ  

のH・Pはいわばこうした課題の草分け的位置になる。わが家のゴミの分類と量の調査から出  

発して焼却炉の作成という技術プロジェクトを導入して，時間労力の軽減と環境衛生に貢献し  

た立派なものである。  

Ⅴ 保 育 領 域  

保育に関する資料38編の考察の項目は5－1表のように分類し，（1）実態調査と観察記録，吻  

生活習慣と衣・食・住，（3）保育環境の3つにまとめて述づる。実態調査と観察記録は他の3項  

目と並ぶものではないが，高校生の学習段階としてこのレベルで終る研究も許容する立場をと  

って設定したものである。  

（1） 実態調査と観察記録   

昭和30年代ほ，専ら乳幼児死亡の問題に集中し，全県各地域で取組んでいる。当時本県の乳  

児死亡率ほ全国第一位で，出生1，000人に付き64．7％，ついで青森の57・8％，秋田53・3％と三位  

までを東北で占めている12）。このような実態から地域的な課題として重要な意味を持っている。  

昭和30年度の「保育の問題点を地域の健康管理の実態から」というS・Pは，地域の診療所の内  

科カルテ（4日間）の調査から，寄生虫症，老人結核と小児結核，高血圧症，胃腸病といった病気  

の原因をしらべ問題点を整理し，実践項目二つ－①幼児に衛生観念養成の為に紙しばいをつく  

り啓蒙。②改良便所の普及と農繁期の生活管理・－をかかげて実行に移して行ったものである。  

普及方法として①ほ保育園，幼椎園を通じて，②ほ地域婦人団体等への呼びかけによったとし  

ているがその効果判定までほ及んでいない。普通高校二年生4名が中心となったS・Pとして  

は最初のもので，指導者の課題意識と生徒のそれとが一致して成果をあげたものと思われる。   

引き続き昭和33年度，37年虔，41年度と4年おきの共通題「保育」設定時点でこれと同様の  

S・Pがある。昭和30年代10年間のわが国の人口構造ほ少産少死塾へと急速に変化し，地域的  

にほ都市地域と農村地域とでは対照的な動きを示している13），岩手の場合は全国を100とした  

場合昭和40年で出生99，死亡107で死亡率が依然として高い18）。全国では1，000人に対する割合  

が昭和30年から40年までの10年間で39．8％から18．5％に急減している。昭和50年のそれは10％   
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号軽度l実態調査  生 活 習 慣l観 察 記 録】衣・食・住†保 育 環 境  
子守のできる麦ふ  
み車  

保育の問題点を  
地域の健康管理  
の実態から  

莞雪ぎさ雪のしつけ」●翳軍曹から学‡  
保育園に入った幼  
児と入らない幼児  
の知能  

地域における保 上の 
育問題′点と  
その解決につい  
て  

・離乳期食の研究  

の離乳食の進め 

自家中毒の妹と共  
に  

幼児教育の場につ  
いて  

児死亡の問題 

軍票警指導れ」  
乳児の問題点と  
その改善  

幼児の心身の発達  
から見た被服の考  
察  
改良したかめの子  
幼児の冬の遊び着  

ベビーキーパーの  

研究  
共稼ぎ家庭におけ  
る幼児の問題点を  
探って  
姪に改良した絵本  
を  

離乳食の工夫  
幼児のお八つに栄  
養を  
乳幼児に健康的な  
寝具を  
お八つはまごころ  
で  
幼児のおやつ  

子ども服としつシナ  事故にあった甥  
のために  

・三日間の偏食改善   
ママさん  

芸オルで乳幼児服1  
キャスター付おも  
ちや箱   

姪に手作りの乳児  
服を  

こどもを虫歯から  
守ろう  
幼児の虫歯をなく  
そう  
幼児の虫歯予防と  
取り組んで  
絵本作りを試みて  

しつけと母子の交  
流をめざして  
添寝の解消をめぎ  
して  
－ふとん乾煉とス  
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 4   l  8  l  2   】   12  【 12（合計38編）  

保育領域が全国共通題として指定された年度を示す。  註）年度欄の○で囲んだところは，  

であるから如何にこの間の減少が急速であったかが分る。（5－2表参照）   

42年度以降ほこれに関するプロジェクトは見当らず専らよい生活習慣の形成を意図した生活  

環境改善に集中する僚向となってし 
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5－2表 主要年次別乳児死亡数及び率（対全国比）  （2） 生活習慣と衣・食・住  

2空冷   

（出生1，000対）  昭和30年代の三つの研究一弟の排尿  

の躾（S．32），弟のむだ使い（S．  

35），甥の生活指導（S．39）岬は何  

れも普通課程の生徒のもので，身近か  

に居る弟や甥を観察するところから入  

って，幼い子ども達への愛情が基ばん  

となって自立性を育てるくふうを考え  

実践して行くという高校生にふさわし  

い取り組みがなされていてH・Pの原  

点をみる思いである。   

昭和30年代の経済成長37年以降は，  

一つの転換期を迎え，「物」指向から  

「人」指向へと移り，ことばとしても  

人づくりが強調され初めて，40年1月  

には中等教育審議会から「期待される  

人間像」の中間草案が発表されるなど  

の動きがあり，一方，1965年のユネス  

コ報告から生涯教育とか生渡発達とい  

う問題が老令化社会の到来を見越して  

叫ばれ，発達理論研究の成果と相挨っ  
資料出所；日米医学協力計画・栄養異状専門合同部会  

ワークショップ開催記念講演会について  

て，家庭科のH・P，S・Pにおいて  

もレベルの高い研究が育っている。   

その中の一つ昭和41年度の「幼児の心身の発達からみた被服についての考察」は，まず幼児  

の心身発達の特徴を調べ，幼児の一日の生活について調査し，興味のある遊びについて年令別  

に調査し，男女にちがいのあること，3才頃から運動機能が急激に発達し全身運動が多く戸外  

で遊ぶことが多くなるなどをつきとめ，教育的な面と自発的な活動の両面から衣服の機能と構  

造を考えたH・Pである。更にこの研究ほ既製品と自家製品の使用理由を調査し，既製品利用  

の際の補強個所も明らかにしている。また，この研究成果を普及する際にチラシをクラブ員の  

家庭に配るとか，保育園や幼稚園訪問による指導を行うなどして実践化につとめたという研究  

である。   

食生活については離乳食とお八つに関する研究が多く掲載されている。昭和45年度の「幼児  

のお八つに栄養を」とか「お八つほ真心で」とかは何れも食品公害から幼児の健康を守ろうと  

いう意図で取り組んだ研究である。  

（3） 保 育 環 境   

昭和29年度の「子守のできる麦ふみ車」は，非能率的な麦ふみを改善すると同時に子供の世  

話も合わせてできるようにという目的で取り組んだ技術プロジェクトである。生産と生活の両  

立を身近かな問題から解決しようとしたこのH・Pは，当時の岩手の農村地域に生活する女子  

高校生の共通する課題意識であったと思われる。農作業の横株化が昭和30年代に入って刈取擁   
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5－3表 農林業従事者数男女比較  （単位 万人）   

資料出所；総理府統計局「国勢調査」（昭和25年～50年）   

謎）（）内は構成比％   

から導入14）されていくのであるが，そうした時代の変化を先取りした研究とも言えよう。しか  

も当時本県女子の高校進学率は僅か34・2％という低率であるから紛7割の中学校卒業生は直ち  

に職業に従事した時代である。この研究者は高校へ進学出来た一人であることを考え合わせて  

このH・Pをみる時，当時の農家の労働問題が如何に深刻なものであったか，想像にかたくな  

い。   

つぎに着目したいのは昭和41年度の「共稼ぎ家庭における幼児の問題点を探って」と題する  

都市近郊農村部にある家政科生6名の共同研究である。夏休みの保育実習がきっかけとなっ  

て，保育園児60人の退園彼の実態を調査した結果，40％の園児は全く放任されており，残る60  

％は殆ど農家の子供である為母親ほ農作業に従事し，（5－3表参照）祖父母が世話をしてい  

るという状態である。又，保育費住着である母親の保育に費す時間を調査した結果，農家の場  

合ほ1時間，俸給生活者と商家に軍いては2時間という結果である。そこで農家の子どもと俸  

給生活者の子どもの一対比較によってその長短を観察評価しそれぞれの長所を生かし短所を補  

う方法を考えこの間題を一般化する為にグループを編成し，学校家庭クラブ活動として地域農  

協婦人部に呼びかけるなどして実践化を進めて行ったものである。昭和40年当時の岩手におけ  

る15才の女子労働力率ほ，全国49・8％に対して7．4％上廻る57．2％であるから，この間題に対  

する探刻さほ推測できる。その上昭和35年から40年代前半にかけては所得倍増，岩戸景気時  

代15）を迎えて農村人口の都市流出に拍車がかけられ，三チャン農業時代の到来と共に保育問題  

がクローズアップされたものと考察される。   

以上高校生の選んだH・PやS・P活動の変遷をみてきたが，各時代の社会事象を如実に反  

映し，家族への思いやりの心情が底流にあって家庭生活を総合的に抱え，改善への意慈を啓培  

するのに役立っていると評価できる。  

あ と が き  

戦後約30年に恒って実施した家庭科教育におけるホーム・プロジェクトと学校家庭クラブ活  

動の変遷について，年1回発行の機関誌「家庭クラブ」に発表された研究に視点を当て，領域  

別に考察をこころみた。従って研究の対象とした資料は，選ばれたものであり謂ば氷山の一角   
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に過ぎないとの反省をもつものである。   

しかし，時系列的に考察をし論述してみると，その時々の社会経済的動向をふまえ，岩手の  

風土に根ざした各地域に横たわる生活課題を適確に把え，解決に迫っていることで，史料とし  

ての役割は充分果し得ていると思う。   

また教育的観点からも，指導する者とされる老とが一体となって，それぞれの時と場で家庭  

生活の直面する課題を解決すべく努力をした，その過程に教育的価値を見出すものである。と  

は言っても現状を直視する時，種々な規制条件によって，必ずしもこうした指導が望ましい姿  

で発展しているとは言い切れない。今後に残された問題に目をそむけることなく，関係者の協  

力によってよりよい方向に発展するよう望むと共に，このささやかな研究が課題解決の一助と  

もなれば幸いである。   

なお，この誌上に発表した生徒達ほ卒業後どのような家庭生活を営み，社会参加をしている  

であろうか。H・PやS・Pの研究が人間形成にどのように関与していったかについて追跡研  

究をして行きたいと思う。   

おわりに執筆分担を記し，別表一岩手県高等学校家庭クラブ連盟の推移－を掲げておく。   

第1，4，5章………・、＝……………‥＝ 清水 房  

工藤澄子  

大森 輝  

第2章  

第3章  

註  

1） 岩手県立盛岡短期大学研究報告第31号，P．30。  

2） 家庭科教育雑誌 52巻4号3月増刊，P．79。  

3） 家庭クラブ誌 2号。  

4） 統計岩手1981→6，恥98，P．29～30。  

5） 岩手年鑑 26年，27年版。  

6） 家庭クラブ誌10号。  

7） 近代食生活への道 鷹拷テル著（昭和33年発行）。  

8） 農漁家の家計 横山光子著（昭和37年発行）。  

9） 県営農指導課資料（昭和48年2月，ハウス農家調査）。  

10） 岩手県の世帯および人口（昭和40年10月1日調べ）。  

11） 家庭の生活設計 文部省（昭和43年2月発行）。  

12） 岩手県衛生課調べ。  

13） 国民生活自書（昭和41年度）p．94～P．97。  

14） 岩手県農業史（昭和54年1月31日）岩手県。  

15） 民力別冊（196トイ0）朝日新聞社編。  

16） 文中のH・PはHome proiectの略，S・PはSchooIprojectの略。  

〔前報（その1）の補足〕   

第41巻第2号P．207の写真説明につぎの記述が欠落しておりましたので補足します。   

「朝日新聞岩手版（昭和凶年2月27日）掲載」   
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（別表）  岩手県高等学校家庭クラブ連盟の推移  

年度」加入学校数‡加入生徒数【事姦局校†成人会長【家庭クラブ会長  

佐藤文子億竺）  

菅 原 信 子  

小野寺 ふ く  

浅 沼 法 子  

大 森 隆 子  

石 田 京 子  

佐 藤 美代子  

佐々木 法 子  

赤 坂 満 横  

山 麿 教 子  

橋 本 瑠璃子  

千 葉 妙 子  

瀬 川 貞 子  

朝 倉 フシミ  

佐 藤 すず子  

内 田 節 子  

坪 井 和 子  

萬   和 子  

渡 辺 智桂子  

千 葉 せ い  

八重畑 宮 子  

盛 合 陽 子  

後 藤 昌 代  

青 田 伊久恵  

伊 藤 明 美．  

青 田 綾 子  

岩 間 則 子  

佐々木 紀代子   

盛 岡 第 二  

水 沢 農 業  

一 関 第 二  

福  岡  

宮  古  

花 巻 農 業  

盛   

紫  波  

北 上 農 業  

千  厩  

戸   

釜  石  南  

花  巻  南  

水  沢  

広 田 水 産  

久慈農林水産  

岩  泉  

東  和  

盛 岡 第 四  

花  泉  

沼  宮  内  

宮 古 水 産  

黒 沢 尻 南  

盛 岡 市 立  

金  ヶ  崎  

平  舘  

釜  石  南  

大  迫  

鈴 木 清 一  

佐 藤   卓  

鈴 木   長  

山 口 善 次  

塩 山 清之助  

斉 藤 喜三郎  

奥 野 幸 孝  

菊 池   淳  

松 本 平 助  

曾 根 卯 蕃  

山 内 源 陸  

中 目 与 一  

中 條 惟 倍  

加 藤 栄 三  

近 藤 仁三郎  

三 田 畔 吾  

松 田 久 喜  

小 山 美之助  

清 水 三 郎  

阿 部   聖  

伊 東 宗 一  

花 岡   弘  

小野寺   功  

田 中   勉  

勝   正 孝  

小野寺 貿 郎  

小笠原 司 郎  

青 田   正  
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